























1　翻訳の底本として、D.Cantimori, Eretici italiani del Cinquecento e Prospettive di storia ereticale italiana del 
Cinquecento, a cura di A.Prosperi, Torino, Einaudi, 2002 を使用した。なお、Eretici italiani del Cinquecento
の初版は、1939 年に Firenze の Sansoni 社から刊行された。
デリオ・カンティモーリ『16 世紀イタリアの異端者たち』
高津　美和
第 1 章　人文主義と宗教の問題。ヴァッラ、フィチーノ、ピコ。G.F. ピコ、アドリアー
ノ・カステッレージおよびフィチーノのキリスト教護教論に対する批判。






























































































































　カステッレージの思想は ―― ド・ラ・トゥールの希望的観測とは異なり ―― 第五ラテラノ公
















































































































































から彼らに為された告発 ―― その中には、異端に手ぬるいというものもあった ―― を否定する
のではなく、反論することしかできなかったのである。
　こうした不満や漠然とした期待は、一方では人文主義の文化と、そのカトリックの教義の伝統
との関係が問題となる。哲学の領域においても、本来のキリスト教的なテーマに回帰する必要が
感じられ、哲学と合理的な思想の発展に対する恐れが生じていた。こうした要素は、人文主義の
限定されたサークルの外において、俗人だけではなく聖職者の間にも存在した道徳や慣習の腐敗
に対して不満を抱く、民衆の精神的な動揺と結びついた。遍歴説教師、幻視者、心霊主義者のよ
うな反教権主義者たちは、こうした道徳の揺らぎの中に、一触即発の気運を感じ取っていた。そ
してそれがラテラノ公会議の決議によって実行される改革と結びつくことは、もはやなかったの
である。
